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論文審査の結果の要旨 

 

 

１ 研究目的の評価 

本研究は、2009 年の新型インフルエンザ(A/H1N1)流行時に実施された抗

インフルエンザウイルス薬の予防内服の効果を分析し、公衆衛生対策とし

ての有効性を評価しようとするもので、目的は十分に妥当である。 

 

２ 研究手法に関する評価 

系統的レビューにとどまらず、その結果を補完する目的で数理モデルを

用いて予防内服・接触者追跡調査等の効果を分析・解析しており、研究手

法も妥当である。 

 

３ 解析・考察の評価 

予防内服による二次感染割合の抑制効果は、系統的レビュー及びモデル

の両方において、おおよそ 90％以上という結果を得ている。これらの結果

は、予防内服及び接触者追跡調査が、封じ込め時期において有用であるこ

とを明らかにしており、今後の実践的応用が大いに期待される。 

 

 

以上のように本論文は感染症疫学・政策研究に貢献するところが大であ

り、審査委員は全員一致で博士（医学）の学位に値するものと判断した。 

 

 

 


